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(57)【要約】
【課題】物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内
の空気を除湿することが可能な除湿空調システムを、よ
り簡素な構造とする。
【解決手段】物品を冷却保存する冷蔵手段１１が設置さ
れた室内に用いる除湿空調システム１であって、再生領
域２５を通過させる再生ファン２７と処理領域２２を通
過させる処理ファン２４と処理領域２２内で吸着した水
分を再生領域２５内に放出する除湿ロータ２１とを有し
店舗内の空気を除湿する回転式除湿機２０と、高圧側冷
媒の圧力を測定する圧力計３３を備え冷蔵手段１１を冷
却する冷却回路１０と、測定圧力Ｐに応じて再生ファン
２７の送風量を制御する制御部３０と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内の空気を除湿する回転式除湿機と、前記
冷蔵手段を冷媒により冷却する冷却回路と、を備える除湿空調システムであって、
　前記回転式除湿機は、
　　水分の吸収及び放出が可能な回転式の除湿ロータと、
　　前記除湿ロータが水分を吸収する領域である処理領域と、
　　前記除湿ロータが水分を放出する領域である再生領域と、
　　屋外の空気を取り込んで前記再生領域を通過させて屋外に排出させる再生ファンと、
　　室内の空気を取り込んで前記処理領域を通過させて室内に排出させる処理ファンと、
　　を有し、
　前記冷却回路は、
　　前記冷媒を圧縮するコンプレッサと、
　　前記再生領域において前記除湿ロータの風上側に配置され、前記冷媒から前記再生領
域内の空気に熱を提供する再生側凝縮器と、
　　前記コンプレッサを通過した後であって前記冷蔵手段を通過する前の冷媒の圧力を測
定する圧力計と、を有し、
　　前記圧力計により測定した圧力に基づいて前記再生ファンを制御する制御部を備える
こと
　を特徴とする除湿空調システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、前記圧力計の測定した圧力が所定の値を上回っている場合、その所定値
を上回った分に応じて前記再生ファンの風量を増加させるよう制御することを特徴とする
除湿空調システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の除湿空調システムであって、
　前記処理領域において前記除湿ロータの風下側に配置され、前記冷媒から前記処理領域
内の空気に熱を提供する処理側凝縮器と、
　前記冷媒が前記処理側凝縮器を迂回して前記コンプレッサから前記再生側凝縮器に移動
することができるバイパス管と、
　前記コンプレッサが接続する先を前記処理側凝縮器又は前記バイパス管に選択的に切り
換える切換弁と、
　を備えることを特徴とする除湿空調システム。
【請求項４】
　請求項３に記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、前記圧力計が所定の圧力を下回っている場合にはその下回った圧力分に
応じて前記処理ファンの送風量を減少させることを特徴とする除湿空調システム。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載の除湿空調システムであって、
　前記処理領域において前記処理側凝縮器の風下側の気温を測定する温度計を備え、
　前記制御部は、前記温度計の測定結果に基づいて前記処理ファンの風量を制御すること
を特徴とする除湿空調システム。
【請求項６】
　請求項５に記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、前記温度計が所定の温度を上回っている場合にはその上回った温度分に
応じて前記処理ファンの風量を減少させることを特徴とする除湿空調システム。
【請求項７】
　請求項１～６の何れかに記載の除湿空調システムであって、
　前記処理ファンは、屋外の空気を取り込むことを特徴とする除湿空調システム。
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【請求項８】
　請求項１～７の何れかに記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、カレンダー機能を備え、予め指定された日付に前記切換弁の切換えを制
御することを特徴とする除湿空調システム。
【請求項９】
　請求項１～８の何れかに記載の除湿空調システムであって、
　屋外の気温を測定する屋外温度計を備え、
　前記制御部は、前記温度計の測定結果に基づいて、前記切換弁の切換えを制御すること
を特徴とする除湿空調システム。
【請求項１０】
　物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内において、
　水分の吸収及び放出が可能な回転式の除湿ロータと、前記除湿ロータが水分を吸収する
領域である処理領域と、前記除湿ロータが水分を放出する領域である再生領域と、屋外の
空気を取り込んで前記再生領域を通過させて屋外に排出させる再生ファンと、室内の空気
を取り込んで前記処理領域を通過させて室内に排出させる処理ファンと、を有し、前記室
内の空気を除湿する回転式除湿機と、
　前記冷媒を圧縮するコンプレッサと、前記再生領域において前記除湿ロータの風上側に
配置され前記冷媒から前記再生領域内の空気に熱を提供する再生側凝縮器と、前記コンプ
レッサを通過した後であって前記冷蔵手段を通過する前の冷媒の圧力を測定する圧力計と
、を有し、前記冷蔵手段を冷媒により冷却する冷却回路と、
　を備える除湿空調システムを制御する装置であって、
　前記圧力計の測定結果に基づいて前記再生ファンの送風量を制御することを特徴とする
除湿空調システム制御装置。
【請求項１１】
　物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内の空気を除湿する回転式除湿機と、前記
冷蔵手段を冷媒により冷却する冷却回路と、を備える除湿空調システムを用いた除湿空調
方法であって、
　前記回転式除湿機が備える処理ファンによって、室内の空気を取り込んで前記処理領域
を通過させることにより、前記処理領域内の空気に含まれる水分を前記除湿ロータに吸収
させ、その水分が減少した空気を室内に排出させるステップと、
　前記回転式除湿機が備える再生ファンによって、屋外の空気を取り込んで前記再生領域
を通過させることにより、前記除湿ロータから前記再生領域内の空気に前記吸収した水分
を放出させ、その水分を含む空気を屋外に排出させるステップと、
　前記冷却回路が備えるコンプレッサにより、前記冷蔵手段を冷却する冷媒を圧縮するス
テップと、
　前記再生領域において前記除湿ロータの風上側に配置される再生側凝縮器において、前
記冷媒から前記再生領域内の空気に熱を提供するステップと、
　前記コンプレッサを通過した後であって前記冷蔵手段を通過する前の冷媒の圧力を測定
し、その測定した圧力に基づいて前記再生ファンを制御するステップと、
　を含むことを特徴とする除湿空調方法。
【請求項１２】
　物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内において、
　水分の吸収及び放出が可能な回転式の除湿ロータと、前記除湿ロータが水分を吸収する
領域である処理領域と、前記除湿ロータが水分を放出する領域である再生領域と、屋外の
空気を取り込んで前記再生領域を通過させて屋外に排出させる再生ファンと、室内の空気
を取り込んで前記処理領域を通過させて室内に排出させる処理ファンと、を有し、前記室
内の空気を除湿する回転式除湿機と、
　前記冷媒を圧縮するコンプレッサと、前記再生領域において前記除湿ロータの風上側に
配置され、前記冷媒から前記再生領域内の空気に熱を提供する再生側凝縮器と、前記コン
プレッサを通過した後であって前記冷蔵手段を通過する前の冷媒の圧力を測定する圧力計
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と、を有し、前記冷蔵手段を冷媒により冷却する冷却回路と、
　を備える除湿空調システムを制御する方法であって、
　前記圧力計の測定結果に基づいて前記再生ファンの送風量を制御するステップを含むこ
とを特徴とする除湿空調システム制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　処理領域において吸着した水分を再生領域において放出する回転式除湿機を利用した除
湿空調システム及び方法、並びに除湿空調システムの制御装置及び制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーマーケット等の多くの店舗では、食品等の商品を冷却しながら陳列販売する開
放型のショーケースが利用されている。このショーケースは、開放型であるため店舗内の
湿気が霜として付着してしまうので、この霜を除くため除霜運転をする必要がある。しか
し、除霜運転をすると商品の冷却が不十分となり、商品の鮮度が劣化する等の問題（以下
、除霜運転問題という）があった。また、開放型であるため冷蔵手段の冷気が通路に流れ
、顧客に冷気を感じさせる等の不快感を与えるとの問題（以下、コールドアイル問題とい
う）もあった。
【０００３】
　これらの問題への対応として、ショーケースの近傍の通路に暖かく乾燥した空気を供給
するという方法がある。この方法によれば、ショーケースの周りの空気を乾燥したものと
することで着霜量を減少させ、除霜運転の頻度を低減させることにより除霜運転問題も解
消できる。
【０００４】
　ところで、暖かく乾燥した空気の供給を効率的に行う技術として、特許文献１には、回
転式除湿装置を利用した除湿空調システムが開示されている。しかし、この除湿空調シス
テムは、再生領域の空気を加熱するための再生用凝縮器と、処理領域の空気を加熱するた
めの暖房用凝縮器と、冷却回路の冷媒を冷却するための凝縮器と、の３つの凝縮器を備え
ており、構造が複雑になるとの問題がある。
【特許文献１】特開２００５－２３３５２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような課題に対して、物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内の
空気を除湿することが可能な除湿空調システムを、より簡素な構造とすることを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第一の発明は、物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内の空気を除湿する回転式
除湿機と、前記冷蔵手段を冷媒により冷却する冷却回路と、を備える除湿空調システムで
あって、
　前記回転式除湿機は、
　　水分の吸収及び放出が可能な回転式の除湿ロータと、
　　前記除湿ロータが水分を吸収する領域である処理領域と、
　　前記除湿ロータが水分を放出する領域である再生領域と、
　　屋外の空気を取り込んで前記再生領域を通過させて屋外に排出させる再生ファンと、
　　室内の空気を取り込んで前記処理領域を通過させて室内に排出させる処理ファンと、
　　を有し、
　前記冷却回路は、
　　前記冷媒を圧縮するコンプレッサと、
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　　前記再生領域において前記除湿ロータの風上側に配置され、前記冷媒から前記再生領
域内の空気に熱を提供する再生側凝縮器と、
　　前記コンプレッサを通過した後であって前記冷蔵手段を通過する前の冷媒の圧力を測
定する圧力計と、を有し、
　　前記圧力計により測定した圧力に基づいて前記再生ファンを制御する制御部を備える
こと
　を特徴とする除湿空調システムである。
【０００７】
　第二の発明は、第一の発明に記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、前記圧力計の測定した圧力が所定の値を上回っている場合、その所定値
を上回った分に応じて前記再生ファンの風量を増加させるよう制御することを特徴とする
除湿空調システムである。
【０００８】
　第三の発明は、第一又は第二の発明に記載の除湿空調システムであって、
　前記処理領域において前記除湿ロータの風下側に配置され、前記冷媒から前記処理領域
内の空気に熱を提供する処理側凝縮器と、
　前記冷媒が前記処理側凝縮器を迂回して前記コンプレッサから前記再生側凝縮器に移動
することができるバイパス管と、
　前記コンプレッサが接続する先を前記処理側凝縮器又は前記バイパス管に選択的に切り
換える切換弁と、
　を備えることを特徴とする除湿空調システムである。
【０００９】
　第四の発明は、第三の発明に記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、前記圧力計が所定の圧力を下回っている場合にはその下回った圧力分に
応じて前記処理ファンの送風量を減少させることを特徴とする除湿空調システムである。
【００１０】
　第五の発明は、第三又は第四の発明に記載の除湿空調システムであって、
　前記処理領域において前記処理側凝縮器の風下側の気温を測定する温度計を備え、
　前記制御部は、前記温度計の測定結果に基づいて前記処理ファンの風量を制御すること
を特徴とする除湿空調システムである。
【００１１】
　第六の発明は、第五の発明に記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、前記温度計が所定の温度を上回っている場合にはその上回った温度分に
応じて前記処理ファンの風量を減少させることを特徴とする除湿空調システムである。
【００１２】
　第七の発明は、第一から第六の発明の何れかに記載の除湿空調システムであって、
　前記処理ファンは、屋外の空気を取り込むことを特徴とする除湿空調システムである。
【００１３】
　第八の発明は、第一から第七の発明の何れかに記載の除湿空調システムであって、
　前記制御部は、カレンダー機能を備え、予め指定された日付に前記切換弁の切換えを制
御することを特徴とする除湿空調システムである。
【００１４】
　第九の発明は、第一から第八の発明の何れかに記載の除湿空調システムであって、
　屋外の気温を測定する屋外温度計を備え、
　前記制御部は、前記温度計の測定結果に基づいて、前記切換弁の切換えを制御すること
を特徴とする除湿空調システムである。
【００１５】
　第十の発明は、物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内において、
　水分の吸収及び放出が可能な回転式の除湿ロータと、前記除湿ロータが水分を吸収する
領域である処理領域と、前記除湿ロータが水分を放出する領域である再生領域と、屋外の
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空気を取り込んで前記再生領域を通過させて屋外に排出させる再生ファンと、室内の空気
を取り込んで前記処理領域を通過させて室内に排出させる処理ファンと、を有し、前記室
内の空気を除湿する回転式除湿機と、
　前記冷媒を圧縮するコンプレッサと、前記再生領域において前記除湿ロータの風上側に
配置され前記冷媒から前記再生領域内の空気に熱を提供する再生側凝縮器と、前記コンプ
レッサを通過した後であって前記冷蔵手段を通過する前の冷媒の圧力を測定する圧力計と
、を有し、前記冷蔵手段を冷媒により冷却する冷却回路と、
　を備える除湿空調システムを制御する装置であって、
　前記圧力計の測定結果に基づいて前記再生ファンの送風量を制御することを特徴とする
除湿空調システム制御装置である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、物品を冷却保存する冷蔵手段が設置された室内の空気を除湿すること
が可能な除湿空調システムを、より簡素な構造とすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態である除湿空調システム１の全体構成図である。同図に示
すように、本実施形態の除湿空調システム１は、冷却回路１０、回転式除湿機２０、制御
部３０、圧力計３３、温度計３４などを備えている。
【００１８】
　冷却回路１０は、冷蔵手段１１、コンプレッサ１２、処理側凝縮器２３、再生側凝縮器
２６、切換弁３１、バイパス管３６を備えている。　
　冷蔵手段１１は、スーパーマーケットにおいて食品等の商品を冷却しながら陳列販売す
る開放型の冷蔵手段であって例えばオープンショーケースである。冷蔵手段１１は、蒸発
器（不図示）で冷媒を蒸発させる等により冷熱を得て食品等の商品を冷却する。冷却の温
度は、商品の種類に応じて適宜、設定されるものとする。　
　コンプレッサ１２は、冷蔵手段１１で設定された温度を維持するために必要な圧縮率で
冷媒を圧縮する。　
　処理側凝縮器２３と再生側凝縮器２６とは、コンプレッサ１２で圧縮された冷媒の温熱
を放出する。　
　バイパス管３６は、コンプレッサ１２と再生側凝縮器２６とを連結するものであって、
処理側凝縮器２３を迂回することができる管である。　
　切換弁３１は、コンプレッサ１２で圧縮された冷媒を送る先を処理側凝縮器２３方向ま
たはバイパス管３６方向に切換える。切換弁３１の切換えは、季節や天候に応じて人が手
動で行ってもよいし、後述するように制御部３０が行ってもよい。　
　圧力計３３は、冷却回路１０のコンプレッサを通過した後であって前記冷蔵手段を通過
する前の冷媒の圧力を測定する（以下、圧力計３３の示す圧力値を「測定圧力Ｐ」という
）。
【００１９】
　以上の構成の通り、冷却回路を流れる冷媒は、冷蔵手段１１で冷熱を提供し、コンプレ
ッサ１２で圧縮され、切換弁３１で切換えられ、処理側凝縮器２３で放熱し又はバイパス
管３６を通過する。そして、この冷媒は、処理側凝縮器２３又はバイパス管３６のいずれ
を経由しても、再生側凝縮器２６を介して、再び冷蔵手段１１に戻る。なお、冷媒は、処
理側凝縮器２３又は再生側凝縮器２６若しくはそれらの両方で放熱することとなる。
【００２０】
　回転式除湿機２０は、処理領域２２及び再生領域２５の二つの領域を備える。処理領域
２２には、処理側凝縮器２３と処理ファン２４とが設置され、再生領域２５には、再生側
凝縮器２６と再生ファン２７とが設置されている。　
　処理ファン２４は、室内の空気を取り込んで処理領域２２に吹き込み、処理領域２２を
通過した空気は再び室内に送り込まれる。一方、再生ファン２７は、屋外の空気を取り込
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んで再生領域２５に吹き込み、再生領域２５を通過した空気は再び屋外に送り込まれる。
　
　処理側凝縮器２３は、切換弁３１が処理側凝縮器２３側に開状態となった場合、コンプ
レッサ１２で圧縮された冷媒から温熱を受け取り、処理領域２２において処理ファン２４
によって送風される室内からの空気に温熱を提供する。一方、再生側凝縮器２６は、コン
プレッサ１２で圧縮された冷媒から温熱を受け取り、再生領域２５において再生ファン２
７によって送風される屋外の空気に温熱を提供する。
【００２１】
　除湿ロータ２１は、処理領域２２において処理ファン２４によって送風された空気に含
まれる水分を吸着することで、当該空気を除湿する。水分を吸着する際には、発熱反応を
おこし、この熱を利用して処理ファン２４によって送風された空気を暖める。また、除湿
ロータ２１は、回転することにより、水分を含んだ部位を処理領域２２から再生領域２５
に移動させる。除湿ロータ２１は、再生領域２５において、再生ファン２７によって送風
され、再生側凝縮器２６から温熱を受け取ることで暖められ相対湿度が低くなった空気に
より、吸着していた水分を放出する。さらに、除湿ロータ２１は、回転することにより、
再生領域２５で水分を放出して水分吸着能力を再生させた部位を処理領域２２に移動させ
る。このように、除湿ロータ２１は、処理領域２２で吸着した水分を再生領域２５で放出
するが、このような除湿処理を行うべく再生領域２５の相対湿度が処理領域２２の相対湿
度よりも低くなるように、再生側凝縮器２６は再生領域２５内の空気に十分に熱を提供す
る。なお、特に湿度の低い日であって店舗内も乾燥している日等、除湿の必要がない場合
は、除湿ロータ２１による除湿は不要であり、回転を停止させても良い。
【００２２】
　除湿ロータ２１に使用される水分吸着剤は特に限定されないが、チタン・シリカゲル、
塩化リチウム、モレキュラーシーブス、ゼオライト、高吸収湿性高分子等、化学的に安定
かつ安全であり、高い水分除去能力を有し、加熱により吸着した水分を放出し再生するこ
とができるものが好ましい。
【００２３】
　温度計３４は、処理領域２２から室内に排出された空気の温度を測定する。この測定さ
れた温度を測定温度Ｔとする。なお、処理領域２２から排出された空気の温度を測定する
代わりに、冷蔵手段１１付近の通路の気温を測定することとしてもよい。
【００２４】
　制御部３０は、夏季・梅雨等気温と湿度が高い時季の空調運転（以下、「除湿モード空
調運転」という）と、冬季等気温と湿度が低い時季の空調運転（以下、「暖房モード空調
運転」という）と、それぞれ異なる制御を行う。
【００２５】
　除湿モード空調運転の場合は、切換弁３１はバイパス管３６方向へ開き処理側凝縮器２
３方向は閉じる。一方、暖房モード空調運転の場合は、切換弁３１は処理側凝縮器２３方
向へ開きバイパス管３６方向は閉じる。なお、切換弁３１の開方向の切換えは手動で行っ
てもよいが、制御部３０が行ってもよい。
【００２６】
　制御部３０による切換弁３１の制御は、制御部３０がカレンダー機能（毎日の日付を確
認する機能）を内蔵し、予め指定された日付（例えば、４月１日に暖房モードから除湿モ
ードへ切換え、１０月１日に除湿モードから暖房モードへ切換える）に切換えてもよいし
、制御部３０が屋外の気温を測定する屋外温度計（不図示）から測定温度を受信し、それ
に基づいて行ってもよい。
【００２７】
　また、制御部３０は、圧力計３３及び温度計３４からそれぞれ測定圧力Ｐ及び測定温度
Ｔを受信し、それらに基づいて、再生ファン２７及び処理ファン２４の風量と、回転ロー
タ２１の回転と、を制御する。以下では、除湿モード空調運転と暖房モード空調運転とに
おける制御部３０の制御について説明する。
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【００２８】
（１）除湿モード空調運転
　夏季は高温多湿であるため、冷蔵手段１１での冷房の負荷は大きくなる。この条件にお
いては、除湿空調システム１の空調運転は以下の通りに行われる。
【００２９】
　制御部３０は、図２（ａ）に示すように、処理ファン２４の風量を測定温度Ｔに基づい
て制御する。すなわち、測定温度Ｔが所定温度Ｔｓａを超えるときは、測定温度Ｔと所定
温度Ｔｓａとの差（Ｔ－Ｔｓａ）が大きくなるほど処理ファン２４の風量を減少させるよ
うに制御し、測定温度Ｔが所定温度Ｔｓａより大きい別の所定温度Ｔｓｂ以上となった場
合は処理ファン２４を停止させる。ここで、所定温度Ｔｓｂとは、室内に過度の熱量を持
ち込まない限度の温度である。
【００３０】
　また、測定温度Ｔが所定温度Ｔｓａ以下である場合は、処理ファン２４の風量を、所定
風量で一定とする。ここで所定の風量とは、所定温度Ｔｓａの空気で室内のコールドアイ
ル問題を解消するのに十分な風量であって、室内が暑く感じない程度の風量に設定される
。
【００３１】
　高温である夏季においては、冷蔵手段１１の冷却負荷が大きいが、図２（ｂ）に示すよ
うに、制御部３０は、測定圧力Ｐが高いほど（つまり、冷却負荷が大きいほど）再生ファ
ン２７の風量を増加させることとなり、これにより、再生側凝縮器２６等で冷媒を十分に
冷却することができる。
【００３２】
　また、除湿ロータ２１は、処理領域２２で水分を十分に吸着し、再生領域２５で水分を
十分に放出できるような速度で回転する。ただし、処理ファン２４が停止している場合に
は、制御部は、除湿ロータ２１も回転を停止させる。
【００３３】
　図３は、夏季の空調運転を実施した場合の回転式除湿機２０の処理領域２２と再生領域
２５とを通過する空気の温度と湿度とを示す空気線図である。空気線図は、横軸に乾球温
度（単位は、℃）を取り、縦軸に絶対湿度（単位は、ｋｇ水／ｋｇ空気）を取り、加えて
右上がり曲線で相対湿度（単位は、％）を示している。
【００３４】
　図３において、状態Ｓ１は処理領域２２入口の空気の状態（温度２５℃と相対湿度５０
％、絶対湿度０．０１０ｋｇ水／ｋｇ空気）を示している。処理ファン２４は室内の空気
を取り込んでいるのでＳ１は室内の空気と同じ温度・湿度であるが、処理領域２２を通過
することにより除湿ロータ２１に水分を提供し除湿ロータ２１が水分を吸収する際の反応
熱によって暖められるので、処理領域２２の出口ではＳ２で示すように、温度が３５℃に
上がり、絶対湿度は０．００８ｋｇ水／ｋｇ空気に、相対湿度は２３％にそれぞれ低下す
る。このように暖められ乾燥した空気は、ショーケース前の通路に送風される。
【００３５】
　また、Ｓ３は再生領域２５入口の空気の状態（温度３０℃と相対湿度５４％、絶対湿度
０．０１４ｋｇ水／ｋｇ空気）を示している。再生ファン２７は外気を取り込んでいるの
でＳ３は外気と同じ温度・湿度である。Ｓ４は再生領域２５の再生側凝縮器２６の通過後
であって除湿ロータ２１を通過する前の空気の温度・湿度を示すが、再生領域２５の再生
側凝縮器２６によって暖められることにより、温度が４５℃に上がり、絶対湿度は０．０
１４ｋｇ水／ｋｇ空気のままであるが相対湿度は２３％に下がる。この暖められ乾燥した
空気によって、除湿ロータ２１は水分を放出する。
【００３６】
　以上のように、夏季等気温が高いために冷却回路１０の冷却負荷が大きい場合は、再生
ファン２７の風量を増加させて再生側凝縮器２６の冷却量を大きくする。その結果、再生
領域２５の空気は再生側凝縮器２６からより多くの熱が提供されて暖められることで相対
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湿度は低くなり、これにより除湿ロータ２１を十分に乾燥させることができる。十分に乾
燥された除湿ロータ２１は処理領域２２に移動すると、水分を吸着することで処理領域２
２内の空気を乾燥させることができ、さらに水分を吸着する際の発熱反応で空気を暖める
ことができる。このように、再生ファン２７の風量を調節することにより再生側凝縮器２
６での冷却量を調節すると共に、その過程で生じる温排熱を利用して処理領域２２の空気
の除湿もできる。すなわち、本実施形態では、再生側凝縮器２６は冷却回路の冷媒を冷却
する機能と再生領域の空気を加熱する機能との両機能を備えている。そして、再生側凝縮
器２６がこの両機能を効果的に発揮できるよう、制御部３０は測定圧力Ｐに基づいて再生
側凝縮器２６を制御する。したがって、本発明では、冷却回路の冷媒を冷却する機能を有
する凝縮器と再生領域の空気を加熱する機能を有する凝縮器とを別々に備える必要がない
ので、除湿空調システム１を簡素な構造とすることができる。さらに除湿の際の発熱反応
で処理領域２２の空気を暖めることもできる。この乾燥した暖かい空気を冷蔵手段付近の
通路に供給することにより、コールドアイル問題と除霜運転問題とを解消できる。
【００３７】
（２）暖房モード空調運転
　冬季は低温で乾燥しているため、冷蔵手段１１での冷房の負荷は小さくなる。この条件
においては、除湿空調システム１の空調運転は以下の通りに行う。
【００３８】
　まず、制御部３０は、測定温度Ｔが所定温度Ｔｗ以上であれば、処理ファン２４を停止
させる。ここで、所定温度Ｔｗとは、コールドアイル問題が生じない下限の温度である。
また、この場合、制御部３０は、図４（ａ）に示すように、再生ファン２７の風量を測定
圧力Ｐに基づいて制御する。すなわち、制御部３０は、測定圧力Ｐが増加するに従い、再
生ファン２７の風量を増加させる。
【００３９】
　一方、制御部３０は、測定温度Ｔが所定温度Ｔｗ未満であれば、図４（ｂ）に示すよう
に、処理ファン２４及び再生ファン２７の風量を、測定圧力Ｐに基づいて制御する。すな
わち、測定圧力Ｐが所定圧力Ｐｗ未満のときは、処理ファン２４のみ稼動し、測定圧力Ｐ
が増加するに従い処理ファン２４の風量を増加させる。測定圧力Ｐが所定圧力Ｐｗ以上と
なると、処理ファン２４の風量は所定圧力Ｐｗ時の風量で一定とし、再生ファン２７を駆
動させて、測定圧力Ｐと所定圧力Ｐｗとの差（Ｐ－Ｐｗ）が増加するに従い、再生ファン
２７の風量を増加させる。　
　また、暖房モード空調運転のときは、除湿ロータ２１は、回転を停止する。
【００４０】
　図５は、冬季の空調運転を実施した場合に、回転式除湿機２０の処理領域２２を通過す
る空気の温度と湿度とを示す空気線図である。同図において、Ｗ１は処理領域２２入口の
空気の状態（温度２０℃と相対湿度２８％、絶対湿度０．００４ｋｇ水／ｋｇ空気）を示
している。処理ファン２４は店舗内の空気を取り込んでいるのでＷ１は店舗内の空気と同
じ温度・湿度であるが、処理領域２２を通過することにより処理側凝縮器２３によって暖
められるので、処理領域２２の出口ではＷ２で示すように、温度が３０℃に上がり、除湿
ロータ２１が回転を停止しているので絶対湿度は０．００４ｋｇ水／ｋｇ空気のままであ
るが、相対湿度は１５％に下がる。このように暖められ乾燥した空気は、冷蔵手段前の通
路に送風される。
【００４１】
　以上の通り、冬季等気温が低いため冷却回路１０の冷却負荷が小さく測定圧力Ｐが所定
圧力Ｐｗ未満の場合は、処理ファン２４の風量を調節して処理側凝縮器２３を通じて冷却
回路１０の冷媒圧力を調節する。処理側凝縮器２３から熱が提供されることにより暖めら
れた処理領域２２の空気は元の空気よりも相対湿度が低下しており、この乾燥した暖かい
空気を冷蔵手段付近の通路に供給することにより、コールドアイル問題と除霜運転問題と
を解消できる。
【００４２】
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　また、測定圧力Ｐが所定圧力Ｐｗ以上となった場合は、処理ファン２４に加えて再生フ
ァン２７の風量を調節することにより、冷却回路１０の冷媒圧力を調節する。このように
、処理ファン２４の風量が必要以上にならないように調節することにより、室内に過度の
熱量が持ち込まれるのを防止することができる。
【００４３】
　以上、説明した通り、本発明の除湿空調システム１によれば、冷却回路の冷媒を冷却す
る機能を有する凝縮器と再生領域の空気を加熱する機能を有する凝縮器とを別々に備える
必要がないので、除湿空調システム１を簡素な構造とすることができ、かつこの簡素な構
造を有する除湿空調システム１は、夏季等高温多湿な時季、冬季等低温で乾燥した時季の
いずれの季節においてもコールドアイル問題と除霜運転問題とを解消できる。
【００４４】
　なお、以上の実施形態の説明は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明
を限定するものではない。本発明はその趣旨を逸脱することなく、変更、改良され得ると
共に本発明にはその等価物が含まれることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施形態である除湿空調システム１の全体構成図である。
【図２】除湿モード空調運転を実施した場合の圧力計３３の示す圧力及び温度計３４の示
す温度と処理ファン２４及び再生ファン２７の風量との関係を示すグラフである。
【図３】夏季の空調運転を実施した場合の回転式除湿機２０の処理領域２２と再生領域２
５とを通過する空気の温度と湿度とを示す空気線図である。
【図４】暖房モード空調運転を実施した場合の圧力計３３の示す圧力と処理ファン２４及
び再生ファン２７の風量との関係を示すグラフである。
【図５】冬季の空調運転を実施した場合の回転式除湿機２０の処理領域２２を通過する空
気の温度と湿度とを示す空気線図である。
【符号の説明】
【００４６】
　１　除湿空調システム
１０　冷却回路
１１　冷蔵手段
１２　コンプレッサ
２０　回転式除湿機
２１　除湿ロータ
２２　処理領域
２３　処理側凝縮器
２４　処理ファン
２５　再生領域
２６　再生側凝縮器
２７　再生ファン
３０　制御部
３１　切換弁
３３　圧力計
３４　温度計
３６　バイパス管
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